
 



Ａ 体つくり運動 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・体つくり運動の意義と

行い方，体の動きを高め

る方法などについて理解

している。 

〇運動 

・体ほぐしの運動では，手軽な

運動を行い，心と体との関係や

心身の状態に気付き，仲間と積

極的に関わり合うこと。 

・体の動きを高める運動では，

ねらいに応じて，体の柔らか

さ，巧みな動き，力強い動き，

動きを持続する能力を高める

ための運動を行うとともに，そ

れらを組み合わせること。 

・自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫する

とともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えて

いる。 

・体つくり運動に積極的に取

り組むとともに，仲間の学習

を援助しようとすること，一

人一人の違いに応じた動きな

どを認めようとすること，話

合いに参加しようとすること

などをしたり，健康・安全に気

を配ったりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・体つくり運動の意義に

は，心と体をほぐし，体を

動かす楽しさや心地よさ

を味わう意義があること

について，言ったり書き

出したりしている。 

・体つくり運動の意義に

は，体の柔らかさ，巧みな

動き，力強い動き，動きを

持続する能力を高める意

義があることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・「 体ほぐしの運動」に

は，「心と体の関係や心身

の状態に気付く」，「仲間

と積極的に関わり合う」

というねらいに応じた行

い方があることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・体の動きを高めるには，

〇運動 

【体ほぐしの運動】 

・のびのびとした動作で用具

などを用いた運動を行うこと

を通して，気付いたり関わり合

ったりすること。 

・リズムに乗って心が弾むよ

うな運動を行うことを通して，

気付いたり関わり合ったりす

ること。 

・緊張したり緊張を解いて脱

力したりする運動を行うこと

を通して，気付いたり関わり合

ったりすること。 

・いろいろな条件で，歩いたり

走ったり跳びはねたりする運

動を行うことを通して，気付い

たり関わり合ったりすること。 

・仲間と動きを合わせたり，対

応したりする運動を行うこと

を通して，気付いたり関わり合

ったりすること。 

・仲間と協力して課題を達成

・体ほぐしの運動で，「心

と体の関係や心身の状態

に気付く」，「仲間と積極的

に関わり合う」ことを踏ま

えてねらいに応じた運動

を選んでいる。 

・体の動きを高めるため

に，自己の課題に応じた運

動を選んでいる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・仲間と話し合う場面で，

提示された参加の仕方に

当てはめ，仲間との関わり

方を見付けている。 

・体力の程度や性別等の

違いを踏まえて，仲間とと

もに楽しむための運動を

見付け，仲間に伝えてい

る。 

・体つくり運動の学習に積極

的に取り組もうとしている。 

・仲間の補助をしたり助言し

たりして，仲間の学習を援助

しようとしている。 

・一人一人の違いに応じた動

きなどを認めようとしてい

る。 

・ねらいに応じた行い方など

についての話合いに参加しよ

うとしている。 

・健康・安全に留意している。 



安全で合理的に高める行

い方があることについて

言ったり書き出したりし

ている。 

・体の動きを高めるには，

適切な強度，時間，回数，

頻度などを考慮して組み

合わせる方法があること

について，言ったり書き

出したりしている。 

・運動の組合せ方には，効

率のよい組合せとバラン

スのよい組合せがあるこ

とについて，言ったり書

き出したりしている。 

するなど，集団で挑戦するよう

な運動を行うことを通して，気

付いたり関わり合ったりする

こと。 

【体の動きを高める運動】 

〈体の柔らかさ〉 

・大きくリズミカルに全身や

体の各部位を振ったり，回した

り，ねじったり，曲げ伸ばした

りすること。 

・体の各部位をゆっくり伸展

し，そのままの状態で約 10 秒

間維持すること。 

〈巧みな動き〉 

・いろいろなフォームで様々

な用具を用いて，タイミングよ

く跳んだり転がしたりするこ

と。 

・大きな動作で，ボールなどの

用具を，力を調整して投げたり

受けたりすること。 

・人と組んだり，用具を利用し

たりしてバランスを保持する

こと。 

・床やグラウンドに設定した

様々な空間をリズミカルに歩

いたり，走ったり，跳んだり，

素早く移動したりすること。 

〈力強い動き〉 

・自己の体重を利用して腕や

脚を屈伸したり，腕や脚を上げ

たり下ろしたり，同じ姿勢を維

持したりすること。 

・二人組で上体を起こしたり，

脚を上げたり，背負って移動し

たりすること。 

・重い物を押したり，引いた

り，投げたり，受けたり，振っ

たり，回したりすること。 

〈動きを持続する能力〉 



・走や縄跳びなどを，一定の時

間や回数，又は，自己で決めた

時間や回数を持続して行うこ

と。 

・ステップやジャンプなど複

数の異なる運動を組み合わせ

て，エアロビクスなどの有酸素

運動を時間や回数を決めて持

続して行うこと。 

〈組み合わせ方〉 

・体の柔らかさ，巧みな動き，

力強い動き，動きを持続する能

力を高めるための運動の中か

ら，一つのねらいを取り上げ，

それを高めるための運動を効

率よく組み合わせて行うこと。 

・体の柔らかさ，巧みな動き，

力強い動き，動きを持続する能

力を高めるための運動の中か

ら，ねらいが異なる運動をバラ

ンスよく組み合わせて行うこ

と。 

  



Ａ 体つくり運動 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・運動を継続する意義，体

の構造，運動の原則など

について理解している。 

 

 

 

 

〇運動 

・体ほぐしの運動では，手軽な

運動を行い，心と体は互いに影

響し変化することや心身の状

態に気付き，仲間と自主的に関

わり合うこと。 

・実生活に生かす運動の計画

では，ねらいに応じて，健康の

保持増進や調和のとれた体力

の向上を図るための運動の計

画を立て取り組むこと。 

・自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工

夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に

伝えている。 

・体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助け

合い教え合おうとすること，

一人一人の違いに応じた動き

などを大切にしようとするこ

と，話合いに貢献しようとす

ることなどをしたり，健康・安

全を確保したりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・定期的・計画的に運動を

継続することは，心身の

健康，健康や体力の保持

増進につながる意義があ

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・運動を安全に行うには，

関節への負荷がかかりす

ぎないようにすることや

軽い運動から始めるな

ど，徐々に筋肉を温めて

から行うことについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・運動を計画して行う際

は，どのようなねらいを

もつ運動か，偏りがない

か，自分に合っているか

などの運動の原則がある

ことについて，言ったり

書き出したりしている。 

〇運動 

【体ほぐしの運動】 

・のびのびとした動作で用具

などを用いた運動を行うこと

を通して，気付いたり関わり合

ったりすること。 

・リズムに乗って心が弾むよ

うな運動を行うことを通して，

気付いたり関わり合ったりす

ること。 

・緊張したり緊張を解いて脱

力したりする運動を行うこと

を通して，気付いたり関わり合

ったりすること。 

・いろいろな条件で，歩いたり

走ったり跳びはねたりする運

動を行うことを通して，気付い

たり関わり合ったりすること。 

・仲間と協力して課題を達成

するなど，集団で挑戦するよう

な運動を行うことを通して，気

付いたり関わり合ったりする

こと。 

・ねらいや体力の程度を

踏まえ，自己や仲間の課題

に応じた強度，時間，回数，

頻度を設定している。 

・健康や安全を確保する

ために，体力や体調に応じ

た運動の計画等について

振り返っている。 

・課題を解決するために

仲間と話し合う場面で，合

意形成するための関わり

方を見付け，仲間に伝えて

いる。 

・体力の程度や性別等の

違いに配慮して，仲間とと

もに体つくり運動を楽し

むための活動の方法や修

正の仕方を見付けている。 

・体つくり運動の学習成

果を踏まえて，実生活で継

続しやすい運動例や運動

の組合せの例を見付けて

いる。 

・体つくり運動の学習に自主

的に取り組もうとしている。 

・仲間に課題を伝え合うなど，

互いに助け合い教え合おうと

している。 

・一人一人に応じた動きなど

の違いを大切にしようとして

いる。 

・自己や仲間の課題解決に向

けた話合いに貢献しようとし

ている。 

・健康・安全を確保している。 



・実生活で運動を継続す

るには，行いやすいこと，

無理のない計画であるこ

となどが大切であること

について，言ったり書き

出したりしている。 

【実生活に生かす運動の計画

の行い方】 

健康に生活するための体力の

向上を図る運動の計画と実践 

・運動不足の解消や体調維持

のために，食事や睡眠どの生活

習慣の改善も含め，休憩時間や

家庭などで日常的に行うこと

ができるよう効率のよい組合

せやバランスのよい組合せで

運動の計画を立てて取り組む

こと。 

運動を行うための体力の向上

を図る運動の計画と実践 

・調和のとれた体力の向上を

図ったり，選択した運動やスポ

ーツの場面で必要とされる体

の動きを高めたりするために，

効率のよい組合せやバランス

のよい組合せで運動の計画を

立てて取り組むこと。 

  



B 器械運動 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・器械運動の特性や成り

立ち，技の名称や行い方，

その運動に関連して高ま

る体力などについて理解

している。 

〇技能 

・マット運動では，回転系や巧

技系の基本的な技を滑らかに

行うこと，条件を変えた技や発

展技を行うこと及びそれらを

組み合わせることができる。 

・鉄棒運動では，支持系や懸垂

系の基本的な技を滑らかに行

うこと，条件を変えた技や発展

技を行うこと及びそれらを組

み合わせることができる。 

・平均台運動では，体操系やバ

ランス系の基本的な技を滑ら

かに行うこと，条件を変えた技

や発展技を行うこと及びそれ

らを組み合わせることができ

る。 

・跳び箱運動では，切り返し系

や回転系の基本的な技を滑ら

かに行うこと，条件を変えた技

や発展技を行うことができる。 

・技などの自己の課題を

発見し，合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を

工夫するとともに，自己の

考えたことを他者に伝え

ている。 

・器械運動に積極的に取り組

むとともに，よい演技を認めよ

うとすること，仲間の学習を援

助しようとすること，一人一人

の違いに応じた課題や挑戦を

認めようとすることなどをし

たり，健康・安全に気を配った

りしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・器械運動には多くの

「技」があり，これらの技

に挑戦し，その技ができ

る楽しさや喜びを味わう

ことができることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・器械運動は，種目に応じ

て多くの「技」があり，技

の出来映えを競うことを

楽しむ運動として多くの

人々に親しまれてきた成

〇技能 

【マット運動】 

〈回転系〉 

接点技群（背中をマットに接し

て回転する） 

・体をマットに順々に接触さ

せて回転するための動き方や

回転力を高めるための動き方

で，基本的な技の一連の動きを

滑らかにして回ることができ

る。 

・開始姿勢や終末姿勢，組合せ

の動きや手の着き方などの条

・提示された動きのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

・提供された練習方法か

ら，自己の課題に応じて，

技の習得に適した練習方

法を選んでいる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・仲間と協力する場面で，

分担した役割に応じた活

・器械運動の学習に積極的に

取り組もうとしている。 

・よい技や演技に称賛の声を

かけるなど，仲間の努力を認め

ようとしている。 

・練習の補助をしたり仲間に

助言したりして，仲間の学習を

援助しようとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を認めようとしてい

る。 

・健康・安全に留意している。 



り立ちがあることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・技の名称は，運動の基本

形態を示す名称と，運動

の経過における課題を示

す名称によって名づけら

れていることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・技の行い方は技の課題

を解決するための合理的

な動き方のポイントがあ

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・器械運動は，それぞれの

種目や系などにより主と

して高まる体力要素が異

なることについて，言っ

たり書き出したりしてい

る。 

・発表会には，学習の段階

に応じたねらいや行い方

があることについて，言

ったり書き出したりして

いる。 

件を変えて回ることができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで回ること

ができる。 

ほん転技群（手や足の支えで回

転する） 

・全身を支えたり突き放した

りするための着手の仕方，回転

力を高めるための動き方，起き

上がりやすくするための動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかにして回転すること

ができる。 

・開始姿勢や終末姿勢，手の着

き方や組合せの動きなどの条

件を変えて回転することがで

きる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで回転する

ことができる。 

〈巧技系〉 

平均立ち技群（バランスをとり

ながら静止する） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方，バランスの崩

れを復元させるための動き方

で，基本的な技の一連の動きを

滑らかにして静止することが

できる。 

・姿勢，体の向きなどの条件を

変えて静止することができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，バランスをとり静止す

ることができる。 

【鉄棒運動】 

〈支持系〉 

前方支持回転技群（支持体勢か

ら前方に回転する） 

・回転の勢いをつくるための

動き方，再び支持体勢に戻るた

動の仕方を見付けている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いを踏まえて，仲間

とともに楽しむための練

習や発表を行う方法を見

付け，仲間に伝えている。 



めに必要な鉄棒の握り直しの

仕方で，基本的な技の一連の動

きを滑らかにして前方に回転

することができる。 

・開始姿勢や終末姿勢，組合せ

の動きや鉄棒の握り方などの

条件を変えて前方に回転する

ことができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで前方に回

転することができる。 

後方支持回転技群（支持体勢か

ら後方に回転する） 

・回転の勢いをつくるための

動き方，バランスよく支持体勢

になるための動き方で，基本的

な技の一連の動きを滑らかに

して後方に回転することがで

きる。 

・開始姿勢や終末姿勢，組合せ

の動きなどの条件を変えて後

方に回転することができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで後方に回

転することができる。 

〈懸垂系〉 

懸垂技群（懸垂体勢で行う） 

・振動の幅を大きくするため

の動き方，安定した振動を行う

ための鉄棒の握り方で，基本的

な技の一連の動きを滑らかに

して体を前後に振ることがで

きる。 

・組合せの動きや握り方など

の条件を変えて体を前後に振

ることができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，ひねったり跳び下りた

りすることができる。 

【平均台運動】 



〈体操系〉 

歩走グループ（台上を歩いたり

走ったりして移動する） 

・台の位置を確認しながら振

り出す足の動かし方や重心を

乗せバランスよく移動する動

き方で，基本的な技の一連の動

きを滑らかにして台上を移動

することができる。 

・姿勢，動きのリズムなどの条

件を変えて台上を移動するこ

とができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，台上を移動することが

できる。 

跳躍グループ（台上へ跳び上が

る，台上で跳躍する，台上から

跳び下りるなど） 

・跳び上がるための踏み切り

の仕方，空中で姿勢や動きを変

化させて安定した着地を行う

ための動き方で，基本的な技の

一連の動きを滑らかにして跳

躍することができる。 

・姿勢や組合せの動きなどの

条件を変えて跳躍することが

できる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，跳躍することができ

る。 

〈バランス系〉 

ポーズグループ（台上でいろい

ろな姿勢でポーズをとる） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方，バランスの崩

れを復元させるための動き方

で，台上でポーズをとることが

できる。 

・姿勢などの条件を変えて台

上でポーズをとることができ



る。 

・学習した基本的な技を発展

させて，台上でポーズをとるこ

とができる。 

ターングループ（台上で方向転

換する） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方，回転をコント

ロールするための動き方で，台

上で方向転換することができ

る。 

・姿勢などの条件を変えて，台

上で方向転換することができ

る。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで，台上で

方向転換することができる。 

【跳び箱運動】 

〈切り返し系〉 

切り返し跳びグループ（跳び箱

上に支持して回転方向を切り

替えて跳び越す） 

・踏み切りから上体を前方に

振り込みながら着手する動き

方，突き放しによって直立体勢

に戻して着地するための動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかにして跳び越すこと

ができる。 

・着手位置，姿勢などの条件を

変えて跳び越すことができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで跳び越す

ことができる。 

〈回転系〉 

回転跳びグループ（跳び箱上を

回転しながら跳び越す） 

・着手後も前方に回転するた

めの勢いを生み出す踏み切り

の動き方，突き放しによって空



中に飛び出して着地するため

の動き方で，基本的な技の一連

の動きを滑らかにして跳び越

すことができる。 

・着手位置，姿勢などの条件を

変えて跳び越すことができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで跳び越す

ことができる。 

  



B 器械運動 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・技の名称や行い方，運動

観察の方法，体力の高め

方などについて理解して

いる。 

〇技能 

・マット運動では，回転系や巧

技系の基本的な技を滑らかに

安定して行うこと，条件を変え

た技や発展技を行うこと及び

それらを構成し演技すること

ができる。 

・鉄棒運動では，支持系や懸垂

系の基本的な技を滑らかに安

定して行うこと，条件を変えた

技や発展技を行うこと及びそ

れらを構成し演技することが

できる。 

・平均台運動では，体操系やバ

ランス系の基本的な技を滑ら

かに安定して行うこと，条件を

変えた技や発展技を行うこと

及びそれらを構成し演技する

ことができる。 

・跳び箱運動では，切り返し系

や回転系の基本的な技を滑ら

かに安定して行うこと，条件を

変えた技や発展技を行うこと

ができる。 

・技などの自己や仲間の

課題を発見し，合理的な解

決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，

自己の考えたことを他者

に伝えている。 

・器械運動に自主的に取り組

むとともに，よい演技を讃えよ

うとすること，互いに助け合い

教え合おうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようとすることな

どをしたり，健康・安全を確保

したりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・技の行い方は技の課題

を解決するための合理的

な動き方のポイントがあ

り，同じ系統の技には共

通性があることついて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・自己の動きや仲間の動

き方を分析するには，自

〇技能 

【マット運動】 

〈回転系〉 

接転技群（背中をマットに接し

て回転する） 

・体をマットに順々に接触さ

せて回転するための動き方，回

転力を高めるための動き方で，

基本的な技の一連の動きを滑

らかに安定させて回ることが

・選択した技の行い方や

技の組合せ方について，合

理的な動きと自己や仲間

の動きを比較して，成果や

改善すべきポイントとそ

の理由を仲間に伝えてい

る。 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に有

効な練習方法の選択につ

・器械運動の学習に自主的に

取り組もうとしている。 

・自己の状況にかかわらず互

いに讃え合おうとしている。 

・仲間に課題を伝え合ったり

補助し合ったりして，互いに助

け合い教え合おうとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとし

ている。 



己観察と他者観察などの

方法があることついて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・技と関連させた補助運

動や部分練習を取り入れ

ることにより，結果とし

て体力を高めることがで

きることついて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・発表会や競技会の行い

方があり，発表会での評

価方法，競技会での競技

方法や採点方法，運営の

仕方などがあることつい

て，言ったり書き出した

りしている。 

できる。 

・開始姿勢や終末姿勢，組合せ

の動きや支持の仕方などの条

件を変えて回ることができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで回ること

ができる。 

ほん転技群（手や足の支えで回

転する） 

・全身を支えたり，突き放した

りするための着手の仕方，回転

力を高めるための動き方，起き

上がりやすくするための動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかに安定させて回転す

ることができる。 

・開始姿勢や終末姿勢，支持の

仕方や組合せの動きなどの条

件を変えて回転することがで

きる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで回転する

ことができる。 

〈巧技系〉 

平均立ち技群（バランスをとり

ながら静止する） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方，バランスの崩

れを復元させるための動き方

で，基本的な技の一連の動きを

滑らかに安定させて静止する

ことができる。 

・姿勢，体の向きなどの条件を

変えて静止することができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで静止する

ことができる。 

【鉄棒運動】 

〈支持系〉 

前方支持回転技群（支持体勢か

いて，自己の考えを伝えて

いる。 

・選択した技に必要な準

備運動や自己が取り組む

補助運動を選んでいる。 

・健康や安全を確保する

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

いて振り返っている。 

・仲間やグループで分担

した役割に関する成果や

改善すべきポイントにつ

いて自己の活動を振り返

っている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに器械運動を楽し

むための活動の方法や修

正の仕方を見付けている。 

・器械運動の学習成果を

踏まえて，自己に適した

「する，みる，支える，知

る」などの運動を継続して

楽しむための関わり方を

見付けている。 

 

・健康・安全を確保している。 



ら前方に回転する） 

・前方に回転の勢いをつくる

ための動き方，再び支持体勢に

戻るために必要な鉄棒の握り

直しの仕方で，基本的な技の一

連の動きを滑らかに安定させ

て前方に回転することができ

る。 

・開始姿勢や組合せの動き，鉄

棒の握り方などの条件を変え

て前方に回転することができ

る。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで前方に回

転することができる。 

後方支持回転技群（支持体勢か

ら後方に回転する） 

・後方に回転の勢いをつくる

ための動き方，バランスよく支

持体勢になるための動き方で，

基本的な技の一連の動きを滑

らかに安定させて後方に回転

することができる。 

・開始姿勢や終末姿勢，組合せ

の動きなどの条件を変えて後

方に回転することができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで後方に回

転することができる。 

〈懸垂系〉 

懸垂技群（懸垂体勢で行う） 

・振動の幅を大きくするため

の動き方，安定した振動を行う

ための鉄棒の握り方で，学習し

た基本的な技の一連の動きを

滑らかに安定させて体を前後

に振ることができる。 

・組合せの動きや握り方など

の条件を変えて体を前後に振

ることができる。 



・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きでひねった

り跳び下りたりすることがで

きる。 

【平均台運動】 

〈体操系〉 

歩走グループ（台上を歩いたり

走ったりして移動する） 

・台の位置を確認しながら振

り出す足の動かし方，重心を乗

せバランスよく移動する動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかに安定させて移動す

ることができる。 

・姿勢，動きのリズムなどの条

件を変えて移動することがで

きる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで移動する

ことができる。 

跳躍グループ（台上へ跳び上が

る，台上で跳躍する，台上から

跳び下りるなど） 

・跳び上がるための踏み切り

の動き方，空中で姿勢や動きを

変化させて安定した着地を行

うための動き方で，基本的な技

の一連の動きを滑らかに安定

させて跳躍することができる。 

・姿勢，組合せの動きなどの条

件を変えて跳躍することがで

きる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで跳躍する

ことができる。 

〈バランス系〉 

ポーズグループ（台上でいろい

ろな姿勢でポーズをとる） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方とバランスの



崩れを復元させるための動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかに安定させてポーズ

をとることができる。 

・姿勢の条件を変えてポーズ

をとることができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きでポーズを

とることができる。 

ターングループ（台上で方向転

換する） 

・バランスよく姿勢を保つた

めの力の入れ方，回転をコント

ロールするための動き方で，基

本的な技の一連の動きを滑ら

かに安定させて方向転換する

ことができる。 

・姿勢の条件を変えて方向転

換することができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで方向転換

することができる。 

【跳び箱運動】 

〈切り返し系〉 

切り返し跳びグループ（跳び箱

上に支持して回転方向を切り

替えて跳び越す） 

・踏み切りから上体を前方に

振り込みながら着手する動き

方，突き放しによって直立体勢

に戻して着地するための動き

方で，基本的な技の一連の動き

を滑らかに安定させて跳び越

すことができる。 

・着手位置，姿勢などの条件を

変えて跳び越すことができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで跳び越す

ことができる。 

〈回転系〉 



回転跳びグループ（跳び箱上を

回転しながら跳び越す） 

・着手後も前方に回転するた

めの勢いを生み出す踏み切り

の動き方，突き放しによって空

中に飛び出して着地するため

の動き方で，基本的な技の一連

の動きを滑らかに安定させて

跳び越すことができる。 

・着手位置，姿勢などの条件を

変えて跳び越すことができる。 

・学習した基本的な技を発展

させて，一連の動きで跳び越す

ことができる。 

  



Ⅽ 陸上運動 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・陸上競技の特性や成り

立ち，技術の名称や行い

方，その運動に関連して

高まる体力などについて

理解している。 

〇技能 

・短距離走・リレーでは，滑ら

かな動きで速く走ることやバ

トンの受渡しでタイミングを

合わせること，長距離走では，

ペースを守って走ること，ハー

ドル走では，リズミカルな走り

から滑らかにハードルを越す

ことができる。 

・走り幅跳びでは，スピードに

乗った助走から素早く踏み切

って跳ぶこと，走り高跳びで

は，リズミカルな助走から力強

く踏み切って大きな動作で跳

ぶことができる。 

・動きなどの自己の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

の考えたことを他者に伝

えている。 

・陸上競技に積極的に取り組

むとともに，勝敗などを認め，

ルールやマナーを守ろうとす

ること，分担した役割を果たそ

うとすること，一人一人の違い

に応じた課題や挑戦を認めよ

うとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしてい

る。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・陸上競技は，自己の記録

に挑戦したり，競争した

りする楽しさや喜びを味

わうことができることに

ついて，言ったり書き出

したりしている。 

・陸上競技は，古代ギリシ

アのオリンピア競技やオ

リンピック・パラリンピ

ック競技大会において主

要な競技として発展した

成り立ちがあることにつ

いて，言ったり書き出し

たりしている。 

・陸上競技の各種目にお

いて用いられる技術の名

称があり，それぞれの技

術で動きのポイントがあ

〇技能 

【短距離走・リレー】 

・クラウチングスタートから

徐々に上体を起こしていき加

速することができる。 

・自己に合ったピッチとスト

ライドで速く走ることができ

る。 

・リレーでは，次走者がスター

トするタイミングやバトンを

受け渡すタイミングを合わせ

ることができる。 

【長距離走】 

・腕に余分な力を入れないで，

リラックスして走ることがで

きる。 

・自己に合ったピッチとスト

ライドで，上下動の少ない動き

で走ることができる。 

・提示された動きのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

・提供された練習方法か

ら，自己の課題に応じて，

動きの習得に適した練習

方法を選んでいる。 

・練習や競争する場面で，

最善を尽くす，勝敗を受け

入れるなどのよい取組を

見付け，理由を添えて他者

に伝えている。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いを踏まえて，仲間

とともに楽しむための練

・陸上競技の学習に積極的に

取り組もうとしている。 

・勝敗などを認め，ルールやマ

ナーを守ろうとしている。 

・用具等の準備や後片付け，記

録などの分担した役割を果た

そうとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を認めようとしてい

る。 

・健康・安全に留意している。 



ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・陸上競技は，それぞれの

種目で主として高まる体

力要素が異なることにつ

いて，言ったり書き出し

たりしている。 

・ペースを一定にして走るこ

とができる。 

【ハードル走】 

・遠くから踏み切り，勢いよく

ハードルを走り越すことがで

きる。 

・抜き脚の膝を折りたたんで

前に運ぶなどの動作でハード

ルを越すことができる。 

・インターバルを３又は５歩

でリズミカルに走ることがで

きる。 

【走り幅跳び】 

・自己に適した距離，又は歩数

の助走をすることができる。 

・踏切線に足を合わせて踏み

切ることができる。 

・かがみ跳びなどの空間動作

からの流れの中で着地するこ

とができる。 

【走り高跳び】 

・リズミカルな助走から力強

い踏み切りに移ることができ

る。 

・跳躍の頂点とバーの位置が

合うように，自己に合った踏切

位置で踏み切ることができる。 

・脚と腕のタイミングを合わ

せて踏み切り，大きなはさみ動

作で跳ぶことができる。 

習や競争を行う方法を見

付け，仲間に伝えている。 

  



Ⅽ 陸上運動 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・技術の名称や行い方，体

力の高め方，運動観察の

方法などについて理解し

ている。 

〇技能 

・短距離走・リレーでは，中間

走へのつなぎを滑らかにして

速く走ることやバトンの受渡

しで次走者のスピードを十分

高めること，長距離走では，自

己に適したペースを維持して

走ること，ハードル走では，ス

ピードを維持した走りからハ

ードルを低く越すことができ

る。 

・走り幅跳びでは，スピードに

乗った助走から力強く踏み切

って跳ぶこと，走り高跳びで

は，リズミカルな助走から力強

く踏み切り滑らかな空間動作

で跳ぶことができる。 

・動きなどの自己や仲間

の課題を発見し，合理的な

解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・陸上競技に自主的に取り組

むとともに，勝敗などを冷静に

受け止め，ルールやマナーを大

切にしようとすること，自己の

責任を果たそうとすること，一

人一人の違いに応じた課題や

挑戦を大切にしようとするこ

となどをしたり，健康・安全を

確保したりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・陸上競技の各種目で用

いられる技術の名称が

あり，それぞれの技術に

は，記録の向上につなが

る重要な動きのポイン

トがあることについて，

言ったり書き出したり

している。 

・技術と関連させた運動

や練習を繰り返したり，

継続して行ったりする

ことで，結果として体力

を高めることができる

ことについて，言ったり

書き出したりしている。 

・自己の動きや仲間の動

〇技能 

【短距離走・リレー】 

・スタートダッシュでは地面を

力強くキックして，徐々に上体

を起こしていき加速することが

できる。 

・後半でスピードが著しく低下

しないよう，力みのないリズミ

カルな動きで走ることができ

る。 

・リレーでは，次走者はスタート

を切った後スムーズに加速し

て，スピードを十分に高めるこ

とができる。 

【長距離走】 

・リズミカルに腕を振り，力みの

ないフォームで軽快に走ること

・選択した運動について，

合理的な動きと自己や仲

間の動きを比較して，成果

や改善すべきポイントと

その理由を仲間に伝えて

いる。 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に有

効な練習方法の選択につ

いて，自己の考えを伝えて

いる。 

・選択した運動に必要な

準備運動や自己が取り組

む補助運動を選んでいる。 

・健康や安全を確保する

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

・陸上競技の学習に自主的に

取り組もうとしている。 

・勝敗などを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切にしよ

うとしている。 

・仲間と互いに合意した役割

について自己の責任を果たそ

うとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとし

ている。 

・ 健康・安全を確保している。 



き方を分析するには，自

己観察や他者観察など

の方法があることにつ

いて，言ったり書き出し

たりしている。 

ができる。 

・呼吸を楽にしたり，走りのリズ

ムを作ったりする呼吸法を取り

入れて走ることができる。 

・自己の体力や技能の程度に合

ったペースを維持して走ること

ができる。 

【ハードル走】 

・スタートダッシュから１台目

のハードルを勢いよく走り越す

ことができる。 

・遠くから踏み切り，振り上げ脚

をまっすぐに振り上げ，ハード

ルを低く走り越すことができ

る。 

・インターバルでは，３又は５歩

のリズムを最後のハードルまで

維持して走ることができる。 

【走り幅跳び】 

・踏み切り前３〜４歩からリズ

ムアップして踏み切りに移るこ

とができる。 

・踏み切りでは上体を起こして，

地面を踏みつけるようにキック

し，振り上げ脚を素早く引き上

げることができる。 

・かがみ跳びやそり跳びなどの

空間動作からの流れの中で，脚

を前に投げ出す着地動作をとる

ことができる。 

【走り高跳び】 

・リズミカルな助走から真上に

伸び上がるように踏み切り，は

さみ跳びや背面跳びなどの空間

動作で跳ぶことができる。 

・背面跳びでは踏み切り前の３

〜５歩で弧を描くように走り，

体を内側に倒す姿勢を取るよう

にして踏み切りに移ることがで

きる。 

いて振り返っている。 

・ルールを守り競争した

り勝敗を受け入れたりす

る場面で，よりよいマナー

や行為について，自己の活

動を振り返っている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに陸上競技を楽し

むための活動の方法や修

正の仕方を見付けている。 

・陸上競技の学習成果を

踏まえて，自己に適した

「する，みる，支える，知

る」などの運動を継続して

楽しむための関わり方を

見付けている。 



Ⅾ 水泳 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・水泳の特性や成り立ち，

技術の名称や行い方，そ

の運動に関連して高まる

体力などについて理解し

ている。 

〇技能 

・クロールでは，手と足の動

き，呼吸のバランスをとり速く

泳ぐことができる。 

・平泳ぎでは，手と足の動き，

呼吸のバランスをとり長く泳

ぐことができる。 

・背泳ぎでは，手と足の動き，

呼吸のバランスをとり泳ぐこ

とができる。 

・バタフライでは，手と足の動

き，呼吸のバランスをとり泳ぐ

ことができる。 

・泳法などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

の考えたことを他者に伝

えている。 

・水泳に積極的に取り組むと

ともに，勝敗などを認め，ルー

ルやマナーを守ろうとするこ

と，分担した役割を果たそうと

すること，一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を認めようと

することなどをしたり，水泳の

事故防止に関する心得を遵守

するなど健康・安全に気を配っ

たりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・水泳は，泳法を身に付

け，続けて長く泳いだり，

速く泳いだり，競い合っ

たりする楽しさや喜びを

味わうことのできる運動

であることについて，言

ったり書き出したりして

いる。 

・水泳は，近代オリンピッ

ク・パラリンピック競技

大会において主要な競技

として発展した成り立ち

があることについて，言

ったり書き出したりして

いる。 

・水泳の各種目において

用いられる技術の名称や

運動局面の名称があり，

それぞれの技術や局面

で，動きを高めるための

〇技能 

【クロール】 

・一定のリズムで強いキック

を打つことができる。 

・水中で肘を曲げて腕全体で

水をキャッチし，Ｓ字やＩ字を

描くようにして水をかくこと

ができる。 

・プルとキック，ローリングの

動作に合わせて横向きで呼吸

をすることができる。 

【平泳ぎ】 

・蹴り終わりで長く伸びるキ

ックをすることができる。 

・肩より前で，両手で逆ハート

型を描くように水をかくこと

ができる。 

・プルのかき終わりに合わせ

て顔を水面上に出して息を吸

い，キックの蹴り終わりに合わ

せて伸び（グライド）をとり進

・提示された動きのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

・提供された練習方法か

ら，自己の課題に応じて，

泳法の習得に適した練習

方法を選んでいる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・仲間と協力する場面で，

分担した役割に応じた活

動の仕方を見付けている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いを踏まえて，仲間

とともに楽しむための練

習や競争を行う方法を見

付け，仲間に伝えている。 

・水泳の学習に積極的に取り

組もうとしている。 

・勝敗などを認め，ルールやマ

ナーを守ろうとしている。 

・用具等の準備や後片付け，計

測などの分担した役割を果た

そうとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を認めようとしてい

る。 

・水の安全に関する事故防止

の心得を遵守するなど，健康・

安全に留意している。 



技術的なポイントがある

ことについて， 

言ったり書き出したりし

ている。 

・水泳は，それぞれの種目

で主として高まる体力要

素が異なることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

むことができる。 

【背泳ぎ】 

・両手を頭上で組んで，腰が

「く」の字に曲がらないように

背中を伸ばし，水平に浮いてキ

ックをすることができる。 

・水中では，肘が肩の横で 60〜

90 度程度曲がるようにしてか

くことができる。 

・水面上の腕は，手と肘を高く

伸ばした直線的な動きをする

ことができる。 

・呼吸は，プルとキックの動作

に合わせて行うことができる。 

【バタフライ】 

・気をつけの姿勢やビート板

を用いて，ドルフィンキックを

することができる。 

・両手を前方に伸ばした状態

から，鍵穴（キーホール）の形

を描くように水をかくことが

できる。 

・手の入水時とかき終わりの

ときに，それぞれキックをする

ことができる。 

・プルのかき終わりと同時に

キックを打つタイミングで，顔

を水面上に出して呼吸をする

ことができる。 

【スタート】 

・クロール，平泳ぎ，バタフラ

イでは，水中で両足あるいは左

右どちらかの足をプールの壁

につけた姿勢から，スタートの

合図と同時に顔を水中に沈め，

抵抗の少ない流線型の姿勢を

とって壁を蹴り泳ぎだすこと

ができる。 

・背泳ぎでは，両手でプールの

縁やスターティンググリップ



をつかんだ姿勢から，スタート

の合図と同時に両手を前方に

伸ばし，抵抗の少ない仰向けの

姿勢をとって壁を蹴り泳ぎだ

すことができる。 

【ターン】 

・クロールと背泳ぎでは，片手

でプールの壁にタッチし，膝を

抱えるようにして体を反転し

蹴りだすことができる。 

・平泳ぎとバタフライでは，両

手で同時に壁にタッチし，膝を

抱えるようにして体を反転し

蹴りだすことができる。 

  



Ⅾ 水泳 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・技術の名称や行い方，体

力の高め方，運動観察の

方法などについて理解し

ている。 

〇技能 

・クロールでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，安

定したペースで長く泳いだり

速く泳いだりすることができ

る。 

・平泳ぎでは，手と足の動き，

呼吸のバランスを保ち，安定し

たペースで長く泳いだり速く

泳いだりすることができる。 

・背泳ぎでは，手と足の動き，

呼吸のバランスを保ち，安定し

たペースで泳ぐことができる。 

・バタフライでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，安

定したペースで泳ぐことがで

きる。 

・複数の泳法で泳ぐこと，又は

リレーをすることができる。 

・泳法などの自己や仲間

の課題を発見し，合理的な

解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・水泳に自主的に取り組むと

ともに，勝敗などを冷静に受け

止め，ルールやマナーを大切に

しようとすること，自己の責任

を果たそうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようとすることな

どや，水泳の事故防止に関する

心得を遵守することなどをし

たり，健康・安全を確保したり

している。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・水泳の各種目で用いら

れる技術の名称があり，

それぞれの技術には，効

率的に泳ぐためのポイン

トがあることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・泳法と関連させた補助

運動や部分練習を繰り返

したり，継続して行った

りすることで，結果とし

て体力を高めることがで

きることについて，言っ

たり書き出したりしてい

〇技能 

【クロール】 

・水面上の腕は，ローリングの

動きに合わせてリラックスし

て前方へ動かすことができる。 

・泳ぎの速さに応じて，顔を横

に向ける大きさを調節して呼

吸動作を行うことができる。 

【平泳ぎ】 

・肩より前で，両手で逆ハート

型を描くように強くかくこと

ができる。 

・プルのかき終わりに合わせ

て顔を水面上に出して呼吸を

行い，キックの蹴り終わりに合

・選択した泳法について，

合理的な動きと自己や仲

間の動きを比較して，成果

や改善すべきポイントと

その理由を仲間に伝えて

いる。 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に有

効な練習方法の選択につ

いて，自己の考えを伝えて

いる。 

・選択した泳法に必要な

準備運動や自己が取り組

む補助運動を選んでいる。 

・健康や安全を確保する

・水泳の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

・勝敗などを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切にしよ

うとしている。 

・仲間と互いに合意した役割

について自己の責任を果たそ

うとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとし

ている。 

・水の事故防止の心得を遵守

するなど健康・安全を確保して

いる。 



る。 

・自己の動きや仲間の動

き方を分析するには，自

己観察や他者観察などの

方法があることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

わせて伸び（グライド）をとり，

１回のストロークで大きく進

むことができる。 

【背泳ぎ】 

・水面上の腕は肘を伸ばし，肩

を支点にして肩の延長線上に

小指側からまっすぐ入水する

ことができる。 

・一連のストロークで，肩をス

ムーズにローリングさせるこ

とができる。 

【バタフライ】 

・腕を前方に伸ばし，手のひら

が胸の前を通るようなキーホ

ールの形を描くようにして腰

や太ももくらいまで大きくか

く動き（ロングアームプル）で

進むことができる。 

・手の入水時のキック，かき終

わりの時のキック及び呼吸動

作を一定のリズムで行うこと

ができる。 

【スタート】 

・クロール，平泳ぎ，バタフラ

イでは，水中で両足あるいは左

右どちらかの足をプールの壁

につけた姿勢から，スタートの

合図と同時に顔を水中に沈め，

抵抗の少ない流線型の姿勢を

とって力強く壁を蹴り，各泳法

に適した水中における一連の

動きから，泳ぎだすことができ

る。 

・背泳ぎでは，両手でプールの

縁やスターティンググリップ

をつかんだ姿勢から，スタート

の合図と同時に頭を水中に沈

めながら力強く壁を蹴り，水中

で抵抗の少ない仰向けの姿勢

にする一連の動きから，泳ぎだ

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

いて振り返っている。 

・バディやグループで分

担した役割に関する成果

や改善すべきポイントに

ついて自己の活動を振り

返っている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに水泳を楽しむた

めの活動の方法や修正の

仕方を見付けている。 

・水泳の学習成果を踏ま

えて，自己に適した「する，

みる，支える，知る」など

の運動を継続して楽しむ

ための関わり方を見付け

ている。 



すことができる。 

【ターン】 

・クロールと背泳ぎでは，プー

ルの壁から５ｍ程度離れた場

所からタイミングを計りなが

ら，泳ぎの速度を落とさずに，

片手でプールの壁にタッチし，

膝を抱えるようにして体を反

転させ蹴りだすことができる。 

・平泳ぎとバタフライでは，プ

ールの壁から５ｍ程度離れた

場所からタイミングを計りな

がら，泳ぎの速度を落とさず

に，両手で同時に壁にタッチ

し，膝を抱えるようにして体を

反転させ蹴りだすことができ

る。 

  



E 球技 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・球技の特性や成り立ち，

技術の名称や行い方，そ

の運動に関連して高まる

体力などについて理解し

ている。 

〇技能 

・ゴール型では，ボール操作と

空間に走り込むなどの動きに

よってゴール前での攻防をす

ることができる。 

・ネット型では，ボールや用具

の操作と定位置に戻るなどの

動きによって空いた場所をめ

ぐる攻防をすることができる。 

・ベースボール型では，基本的

なバット操作と走塁での攻撃，

ボール操作と定位置での守備

などによって攻防をすること

ができる。 

・攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他

者に伝えている。 

・球技に積極的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを守ろ

うとすること，作戦などについ

ての話合いに参加しようとす

ること，一人一人の違いに応じ

たプレイなどを認めようとす

ること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしてい

る。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・球技には，集団対集団，

個人対個人で攻防を展開

し，勝敗を競う楽しさや

喜びを味わえる特性があ

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・学校で行う球技は近代

になって開発され，今日

では，オリンピック・パラ

リンピック競技大会にお

いても主要な競技として

行われていることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・球技の各型の各種目に

おいて用いられる技術に

は名称があり，それらを

身に付けるためのポイン

〇技能 

【ゴール型】 

・ゴール方向に守備者がいな

い位置でシュートをすること

ができる。 

・マークされていない味方に

パスを出すことができる。 

・得点しやすい空間にいる味

方にパスを出すことができる。 

・パスやドリブルなどでボー

ルをキープすることができる。 

・ボールとゴールが同時に見

える場所に立つことができる。 

・パスを受けるために，ゴール

前の空いている場所に動くこ

とができる。 

・ボールを持っている相手を

マークすることができる。 

【ネット型】 

・サービスでは，ボールやラケ

・提示された動きのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

・提供された練習方法か

ら，自己やチームの課題に

応じた練習方法を選んで

いる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・練習やゲームの場面で，

最善を尽くす，フェアなプ

レイなどのよい取組を見

付け，理由を添えて他者に

伝えている。 

・仲間と協力する場面で，

分担した役割に応じた活

動の仕方を見付けている。 

・仲間と話し合う場面で，

・球技の学習に積極的に取り

組もうとしている。 

・マナーを守ったり相手の健

闘を認めたりして，フェアなプ

レイを守ろうとしている。 

・作戦などについての話合い

に参加しようとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦及び修正などを認め

ようとしている。 

・練習の補助をしたり仲間に

助言したりして，仲間の学習を

援助しようとしている。 

・健康・安全に留意している。 



トがあることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・対戦相手との競争にお

いて，技能の程度に応じ

た作戦や戦術を選ぶこと

が有効であることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・球技は，それぞれの型や

運動種目によって主とし

て高まる体力要素が異な

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

 

ットの中心付近で捉えること

ができる。 

・ボールを返す方向にラケッ

ト面を向けて打つことができ

る。 

・味方が操作しやすい位置に

ボールをつなぐことができる。 

・相手側のコートの空いた場

所にボールを返すことができ

る。 

・テイクバックをとって肩よ

り高い位置からボールを打ち

込むことができる。 

・相手の打球に備えた準備姿

勢をとることができる。 

・プレイを開始するときは，各

ポジションの定位置に戻るこ

とができる。 

・ボールを打ったり受けたり

した後，ボールや相手に正対す

ることができる。 

【ベースボール型】 

・投球の方向と平行に立ち，肩

越しにバットを構えることが

できる。 

・地面と水平になるようにバ

ットを振り抜くことができる。 

・スピードを落とさずに，タイ

ミングを合わせて塁を駆け抜

けることができる。 

・打球の状況によって塁を進

んだり戻ったりすることがで

きる。 

・ボールの正面に回り込んで，

緩い打球を捕ることができる。 

・投げる腕を後方に引きなが

ら投げ手と反対側の足を踏み

出し，体重を移動させながら，

大きな動作でねらった方向に

ボールを投げることができる。 

提示された参加の仕方に

当てはめ，チームへの関わ

り方を見付けている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いを踏まえて，仲間

とともに楽しむための練

習やゲームを行う方法を

見付け，仲間に伝えてい

る。 



・守備位置から塁上へ移動し

て，味方からの送球を受けるこ

とができる。 

・ 決められた守備位置に繰り

返し立ち，準備姿勢をとること

ができる。 

・ 各ポジションの役割に応じ

て，ベースカバーやバックアッ

プの基本的な動きをすること

ができる。 

  



E 球技 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・技術の名称や行い方，体

力の高め方，運動観察の

方法などについて理解し

ている。 

 

〇技能 

・ゴール型では，安定したボー

ル操作と空間を作りだすなど

の動きによってゴール前への

侵入などから攻防をすること

ができる。 

・ネット型では，役割に応じた

ボール操作や安定した用具の

操作と連携した動きによって

空いた場所をめぐる攻防をす

ることができる。 

・ベースボール型では，安定し

たバット操作と走塁での攻撃，

ボール操作と連携した守備な

どによって攻防をすることが

できる。 

・攻防などの自己やチー

ムの課題を発見し，合理的

な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている。 

・球技に自主的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを大切

にしようとすること，作戦など

についての話合いに貢献しよ

うとすること，一人一人の違い

に応じたプレイなどを大切に

しようとすること，互いに助け

合い教え合おうとすることな

どをしたり，健康・安全を確保

したりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・球技の各型の各種目に

おいて用いられる技術や

戦術，作戦には名称があ

り，それらを身に付ける

ためのポイントがあるこ

とについて，言ったり書

き出したりしている。 

・戦術や作戦に応じて，技

能をゲーム中に適切に発

揮することが攻防のポイ

ントであることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・ゲームに必要な技術と

関連させた補助運動や部

分練習を繰り返したり，

継続して行ったりするこ

〇技能 

【ゴール型】 

・ゴールの枠内にシュートを

コントロールすることができ

る。 

・味方が操作しやすいパスを

送ることができる。 

・守備者とボールの間に自分

の体を入れてボールをキープ

することができる。 

・ゴール前に広い空間を作り

だすために，守備者を引きつけ

てゴールから離れることがで

きる。 

・パスを出した後に次のパス

を受ける動きをすることがで

きる。 

・ボール保持者が進行できる

・選択した運動について，

合理的な動きと自己や仲

間の動きを比較して，成果

や改善すべきポイントと

その理由を仲間に伝えて

いる。 

・自己や仲間の技術的な

課題やチームの作戦・戦術

についての課題や課題解

決に有効な練習方法の選

択について，自己の考えを

伝えている。 

・選択した運動に必要な

準備運動や自己が取り組

む補助運動を選んでいる。 

・健康や安全を確保する

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

・球技の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

・相手を尊重するなどのフェ

アなプレイを大切にしようと

している。 

・作戦などについての話合い

に貢献しようとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦及び修正などを大切

にしようとしている。 

・互いに練習相手になったり

仲間に助言したりして，互いに

助け合い教え合おうとしてい

る。 

・健康・安全を確保している。 



とで，結果として体力を

高めることができること

について，言ったり書き

出したりしている。 

・練習やゲーム中の技能

を観察したり分析したり

するには，自己観察や他

者観察などの方法がある

ことについて，言ったり

書き出したりしている。 

 

空間を作りだすために，進行方

向から離れることができる。 

・ゴールとボール保持者を結

んだ直線上で守ることができ

る。 

・ゴール前の空いている場所

をカバーすることができる。 

【ネット型】 

・サービスでは，ボールをねら

った場所に打つことができる。 

・ボールを相手側のコートの

空いた場所やねらった場所に

打ち返すことができる。 

・攻撃につなげるための次の

プレイをしやすい高さと位置

にボールを上げることができ

る。 

・ネット付近でボールの侵入

を防いだり，打ち返したりする

ことができる。 

・腕やラケットを強く振って，

ネットより高い位置から相手

側のコートに打ち込むことが

できる。 

・ポジションの役割に応じて，

拾ったりつないだり打ち返し

たりすることができる。 

・ラリーの中で，味方の動きに

合わせてコート上の空いてい

る場所をカバーすることがで

きる。 

・連携プレイのための基本的

なフォーメーションに応じた

位置に動くことができる。 

【ベースボール型】 

・身体の軸を安定させてバッ

トを振りぬくことができる。 

・タイミングを合わせてボー

ルを捉えることができる。 

・ねらった方向にボールを打

いて振り返っている。 

・ルールを守り競争した

り勝敗を受け入れたりす

る場面で，よりよいマナー

や行為について，自己の活

動を振り返っている。 

・チームで分担した役割

に関する成果や改善すべ

きポイントについて，自己

の活動を振り返っている。 

・作戦などの話合いの場

面で，合意形成するための

関わり方を見付け，仲間に

伝えている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに球技を楽しむた

めの活動の方法や修正の

仕方を見付けている。 

・球技の学習成果を踏ま

えて，自己に適した「する，

みる，支える，知る」など

の運動を継続して楽しむ

ための関わり方を見付け

ている。 



ち返すことができる。 

・スピードを落とさずに円を

描くように塁間を走ることが

できる。 

・打球や守備の状況に応じた

塁の回り方で，塁を進んだり戻

ったりすることができる。 

・捕球場所へ最短距離で移動

して，相手の打ったボールを捕

ることができる。 

・ねらった方向へステップを

踏みながら，一連の動きでボー

ルを投げることができる。 

・仲間の送球に対して塁上で

タイミングよくボールを受け

たり，中継したりすることがで

きる。 

・味方からの送球を受けるた

めに，走者の進む先の塁に動く

ことができる。 

・打球や走者の位置に応じて，

中継プレイに備える動きをす

ることができる。 

  



Ｆ 武道 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・武道の特性や成り立ち，

伝統的な考え方，技の名

称や行い方，その運動に

関連して高まる体力など

について理解している。 

〇技能 

・柔道では，相手の動きに応じ

た基本動作や基本となる技を

用いて，投げたり抑えたりする

などの簡易な攻防をすること

ができる。 

・剣道では，相手の動きに応じ

た基本動作や基本となる技を

用いて，打ったり受けたりする

などの簡易な攻防をすること

ができる。 

・相撲では，相手の動きに応じ

た基本動作や基本となる技を

用いて，押したり寄ったりする

などの簡易な攻防をすること

ができる。 

・攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

の考えたことを他者に伝

えている。 

・武道に積極的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝統的

な行動の仕方を守ろうとする

こと，分担した役割を果たそう

とすること，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦を認めよう

とすることなどをしたり，禁じ

技を用いないなど健康・安全に

気を配ったりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・武道は対人的な技能を

基にした運動で，我が国

固有の文化であることに

ついて，言ったり書き出

したりしている。 

・武道には技能の習得を

通して，人間形成を図る

という伝統的な考え方が

あることについて，言っ

たり書き出したりしてい

る。 

・武道の技には名称があ

り，それぞれの技を身に

付けるための技術的なポ

イントがあることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

〇技能 

【柔道】 

基本動作 

・姿勢と組み方では，相手の動

きに応じやすい自然体で組む

ことができる。 

・崩しでは，相手の動きに応じ

て相手の体勢を不安定にし，技

をかけやすい状態をつくるこ

とができる。 

・進退動作では，相手の動きに

応じたすり足，歩み足及び継ぎ

足で，体の移動をすることがで

きる。 

受け身 

・横受け身では，体を横に向け

下側の脚を前方に，上側の脚を

後方にして，両脚と一方の腕全

・ 提示された動きのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

・提供された練習方法か

ら，自己の課題に応じた練

習方法を選んでいる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・練習の場面で，仲間の伝

統的な所作等のよい取組

を見付け，理由を添えて他

者に伝えている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いを踏まえて，仲間

とともに楽しむための練

習や簡易な試合を行う方

・武道の学習に積極的に取り

組もうとしている。 

・相手を尊重し，伝統的な行動

の仕方を守ろうとしている。 

・用具等の準備や後片付け，審

判などの分担した役割を果た

そうとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を認めようとしてい

る。 

・禁じ技を用いないなど健康・

安全に留意している。 



・武道はそれぞれの種目

で，主として高まる体力

要素が異なることについ

て，言ったり書き出した

りしている。 

・試合の行い方には，ごく

簡易な試合におけるルー

ル，審判及び運営の仕方

があることについて，言

ったり書き出したりして

いる。 

体で畳を強くたたくことがで

きる。 

・後ろ受け身では，あごを引

き，頭をあげ，両方の腕全体で

畳を強くたたくことができる。 

・前回り受け身では，前方へ体

を回転させ，背中側面が畳に着

く瞬間に，片方の腕と両脚で畳

を強くたたくことができる。 

投げ技 

・取は膝車をかけて投げ，受は

受け身をとることができる。 

・取は支え釣り込み足をかけ

て投げ，受は受け身をとること

できる。 

・取は体落としをかけて投げ，

受は受け身をとることできる。 

・取は大腰をかけて投げ，受は

受け身をとることできる。 

・取は大外刈りをかけて投げ，

受は受け身をとることができ

る。 

固め技 

・取は，「抑え込みの条件」を満

たして相手を抑えることがで

きる。 

・取はけさ固めや横四方固め

で相手を抑えることができる。 

・受はけさ固めや横四方固め

で抑えられた状態から，相手を

体側や頭方向に返すことがで

きる。 

【剣道】 

基本動作 

・構えでは，相手の動きに応じ

て自然体で中段に構えること

ができる。 

・体さばきでは，相手の動きに

応じて歩み足や送り足をする

ことができる。 

法を見付け，仲間に伝えて

いる。 



・基本の打突の仕方と受け方

では，中段の構えから体さばき

を使って，面や胴（右）や小手

（右）の部位を打ったり受けた

りすることができる。 

しかけ技 

〈二段の技〉 

・最初の小手打ちに相手が対

応したとき，隙ができた面を打

つことができる。（小手—面） 

・最初の面打ちに相手が対応

したとき，隙ができた胴を打つ

ことができる。（面—胴） 

〈引き技〉 

・相手と接近した状態にある

とき，隙ができた胴を退きなが

ら打つことができる。（引き胴） 

応じ技 

〈抜き技〉 

・相手が面を打つとき，体をか

わして隙ができた胴を打つこ

とができる。（面抜き胴） 

【相撲】 

基本動作 

・蹲踞姿勢と塵浄水では，正し

い姿勢や形をとることができ

る。 

・四股，腰割りでは，重心を低

くした動きをすることができ

る。 

・中腰の構えでは，重心を低く

した姿勢をとることができる。 

・運び足では，低い重心を維持

して，すり足で移動することが

できる。 

・仕切りからの立ち合いでは，

相手と動きを合わせることが

できる。 

受け身 

・相手の動きや技に応じて受



け身をとることができる。 

押し，寄り，前さばき 

・相手の両脇の下を押すこと

ができる。（押し） 

・相手のまわしを取って引き

つけて寄ることができる。（寄

り） 

・押しから体を開き相手の攻

めの方向にいなすことができ

る。（いなし） 

投げ技 

・寄りから体を開き側方に出

すように投げること，これに対

し受け身をとることができる。

（出し投げ—受け身） 

  



Ｆ 武道 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・伝統的な考え方，技の名

称や見取り稽古の仕方，

体力の高め方などを理解

している。 

〇技能 

・柔道では，相手の動きの変化

に応じた基本動作や基本とな

る技，連絡技を用いて，相手を

崩して投げたり，抑えたりする

などの攻防をすることができ

る。 

・剣道では，相手の動きの変化

に応じた基本動作や基本とな

る技を用いて，相手の構えを崩

し，しかけたり応じたりするな

どの攻防をすることができる。 

・相撲では，相手の動きの変化

に応じた基本動作や基本とな

る技を用いて，相手を崩し，投

げたりいなしたりするなどの

攻防をすることができる。 

・攻防などの自己や仲間

の課題を発見し，合理的な

解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・武道に自主的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝統的

な行動の仕方を大切にしよう

とすること，自己の責任を果た

そうとすること，一人一人の違

いに応じた課題や挑戦を大切

にしようすることなどをした

り，健康・安全を確保したりし

ている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・武道を学習することは，

自国の文化に誇りをもつ

ことや，国際社会で生き

ていく上で有意義である

ことについて，言ったり

書き出したりしている。 

・武道には，各種目で用い

られる技の名称や武道特

有の運動観察の方法であ

る見取り稽古の仕方があ

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

・武道では，攻防に必要な

補助運動や部分練習を繰

り返したり，継続して行

〇技能 

【柔道】 

基本動作 

・姿勢と組み方では，相手の動

きの変化に応じやすい自然体

で組むことができる。 

・崩しでは，相手の動きの変化

に応じて相手の体勢を不安定

にし，技をかけやすい状態をつ

くることができる。 

・進退動作では，相手の動きの

変化に応じたすり足，歩み足，

継ぎ足で，体の移動をすること

ができる。 

受け身 

・相手の投げ技に応じて横受

け身，後ろ受け身，前回り受け

・見取り稽古などから，合

理的な動きと自己や仲間

の動きを比較して，練習の

成果や改善すべきポイン

トとその理由を仲間に伝

えている。 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に有

効な練習方法の選択につ

いて，自己の考えを伝えて

いる。 

・選択した運動に必要な

準備運動や自己が取り組

む補助運動を選んでいる。 

・健康や安全を確保する

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

・武道の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

・相手を尊重し，伝統的な行動

の仕方を大切にしようとして

いる。 

・仲間と互いに合意した役割

について自己の責任を果たそ

うとしている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとし

ている。 

・健康・安全を確保している。 



ったりすることで，結果

として体力を高めること

ができることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・試合の行い方には，簡易

な試合におけるルール，

審判及び運営の仕方があ

ることについて，言った

り書き出したりしてい

る。 

身をとることができる。 

投げ技 

・取は小内刈りをかけて投げ，

受は受け身をとること。 

・取は大内刈りをかけて投げ，

受は受け身をとること。 

・取は釣り込み腰をかけて投

げ，受は受け身をとることがで

きる。 

・取は背負い投げをかけて投

げ，受は受け身をとることがで

きる。 

投げ技の連絡 

〈二つの技を同じ方向にかけ

る技の連絡〉 

・大内刈りから大外刈りへ連

絡することができる。 

〈二つの技を違う方向にかけ

る技の連絡〉 

・釣り込み腰から大内刈りへ

連絡することができる。 

・大内刈りから背負い投げへ

連絡することができる。 

固め技の連絡 

・取は相手の動きの変化に応

じながら，けさ固め，横四方固

め，上四方固めの連絡を行うこ

とができる。 

・受はけさ固め，横四方固め，

上四方固めで抑えられた状態

から，相手の動きの変化に応じ

ながら，相手を体側や頭方向に

返すことによって逃げること

ができる。 

・相手がうつぶせのとき，相手

を仰向けに返して抑え込みに

入ることができる。 

【剣道】 

基本動作 

・構えでは，相手の動きの変化

いて振り返っている。 

・相手を尊重するなどの

伝統的な行動をする場面

で，よりよい所作につい

て，自己や仲間の活動を振

り返っている。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに武道を楽しむた

めの活動の方法や修正の

仕方を見付けている。 

・武道の学習成果を踏ま

えて，自己に適した「する，

みる，支える，知る」など

の運動を継続して楽しむ

ための関わり方を見付け

ている。 



に応じた自然体で中段に構え

ることができる。 

・体さばきでは，相手の動きの

変化に応じて体の移動を行う

ことができる。 

・基本の打突の仕方と受け方

では，体さばきや竹刀操作を用

いて打ったり，応じ技へ発展す

るよう受けたりすることがで

きる。 

しかけ技 

〈二段の技〉 

・最初の面打ちに相手が対応

したとき，隙ができた面を打つ

ことができる。（面—面） 

〈引き技〉 

・相手と接近した状態にある

とき，隙ができた面を退きなが

ら打つことができる。（引き面） 

〈出ばな技〉 

・相手が打とうとして竹刀の

先が上下に動いたとき，隙がで

きた面を打つことができる。

（出ばな面） 

〈払い技〉 

・相手の竹刀を払ったとき，隙

ができた面を打つことができ

る。（払い面） 

応じ技 

〈抜き技〉 

・相手が小手を打つとき，体を

かわしたり，竹刀を頭上に振り

かぶったりして面を打つこと

ができる。（小手抜き面） 

【相撲】 

基本動作 

・蹲踞姿勢と塵浄水では，正し

く安定した姿勢や形をとるこ

とができる。 

・四股，腰割りでは，重心を低



くして安定した動きをするこ

とができる。 

・中腰の構えでは，重心を低く

し安定した姿勢をとることが

できる。 

・運び足では，低い重心を維持

し安定して，すり足で移動する

ことができる。 

・仕切りからの立ち合いでは，

相手と動きを合わせて一連の

動作で行うことができる。 

受け身 

・相手の動きや技に応じ，安定

して受け身をとることができ

る。 

押し，寄り，前さばき 

・相手の両脇の下や前まわし

を取って押すこと，これに対し

体を開き，相手の攻めの方向に

いなすことができる。（押し—

いなし） 

・相手のまわしを取って引き

付けること，これに対し相手の

差し手を逆に下手に差し替え

ることができる。（寄り—巻き

返し） 

投げ技 

・寄りから上手で投げること，

これに対し受け身を取ること

ができる。（上手投げ—受け身） 

・寄りから下手で投げること，

これに対し受け身を取ること

ができる。（下手投げ—受け身） 

・体を開いて斜め下の方へ突

き落とすこと，これに対し受け

身をとること。（突き落とし—

受け身） 

  



Ｇ ダンス 第１学年及び第２学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・ダンスの特性や由来，表

現の仕方，その運動に関

連して高まる体力などに

ついて理解している。 

〇技能 

・創作ダンスでは，多様なテー

マから表したいイメージを捉

え，動きに変化を付けて即興的

に表現したり，変化のあるひと

まとまりの表現にしたりして

踊ることができる。 

・フォークダンスでは，日本の

民踊や外国の踊りから，それら

の踊り方の特徴を捉え，音楽に

合わせて特徴的なステップや

動きで踊ることができる。 

・現代的なリズムのダンスで

は，リズムの特徴を捉え，変化

のある動きを組み合わせて，リ

ズムに乗って全身で踊ること

ができる。 

・表現などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他

者に伝えている。 

・ダンスに積極的に取り組む

とともに，仲間の学習を援助し

ようとすること，交流などの話

合いに参加しようとすること，

一人一人の違いに応じた表現

や役割を認めようとすること

などをしたり，健康・安全に気

を配ったりしている。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・ダンスは，仲間とともに

感じを込めて踊ったり，

イメージを捉えて自己を

表現したりすることに楽

しさや喜びを味わうこと

ができることについて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・ダンスは，様々な文化の

影響を受け発展してきた

ことついて，言ったり書

き出したりしている。 

・それぞれのダンスには，

表現の仕方に違いがある

ことついて，言ったり書

き出したりしている。 

〇技能 

【創作ダンス】 

①多様なテーマの例を具体的

に示し，取り組みやすいテーマ

を選んで，動きに変化を付けて

素早く即興的に表現すること

ができる学習段階 

・グループを固定せず多くの

仲間と関わり合うようにして，

毎時間異なるテーマを設定し，

即興的に表現できる。 

・動きを誇張したり，繰り返し

たり，動きに変化を付けたりし

て，ひと流れの動きで表現でき

る。 

②表したい感じやイメージを

強調するように表現して踊る

・提示された事例を参考

に，自分の興味や関心に合

ったテーマや踊りを設定

している。 

・提示された踊りのポイ

ントやつまずきの事例を

参考に，仲間やグループの

課題や出来映えを伝えて

いる。 

・提供されたテーマや表

現の仕方から，自己やグル

ープの課題に応じた練習

方法を選んでいる。 

・学習した安全上の留意

点を，他の学習場面に当て

はめ，仲間に伝えている。 

・仲間と話し合う場面で，

・ダンスの学習に積極的に取

り組もうとしている。 

・仲間の手助けをしたり助言

したりして，仲間の学習を援助

しようとしている。 

・簡単な作品創作などについ

ての話合いに参加しようとし

ている。 

・一人一人の違いに応じた表

現や交流の仕方などを認めよ

うとしている。 

・健康・安全に留意している。 



・ダンスはリズミカルな

全身の動きに関連した体

力が高まることついて，

言ったり書き出したりし

ている。 

ことができる学習段階 

・仲間とともに，テーマにふさ

わしい変化と起伏や場の使い

方で，「はじめ—なか—おわり」

の構成で表現して踊ることが

できる。 

・仲間やグループ間で動きを

見せ合う発表の活動を取り入

れることができる。 

〈多様なテーマと題材や動き〉 

Ａ 身近な生活や日常動作（ス

ポーツいろいろ，働く人々 な

ど） 

・一番表したい場面や動きを，

スローモーションの動きで誇

張したり，何回も繰り返したり

して表現することができる。 

Ｂ 対極の動きの連続など（走

る—跳ぶ—転がる，走る—止ま

る，伸びる—縮む  など） 

・「走る—跳ぶ—転がる」をひ

と流れでダイナミックに動い

てみてイメージを広げ，変化や

連続の動きを組み合わせて表

現することができる。 

・「走る—止まる」では，走って

止まるまでをひと流れで動い

たところからイメージを広げ

て表現することができる。 

・「伸びる—縮む」では身体を

極限・極小まで動かし，イメー

ジを広げて表現することがで

きる。 

Ｃ 多様な感じ（激しい，急変

する，軽快な，柔らかい，鋭い 

など） 

・生活や自然現象，人間の感情

などの中からイメージを捉え，

緩急や強弱，静と動などの動き

を組み合わせて変化やメリハ

提示された参加の仕方に

当てはめ，グループへの関

わり方を見付けている。 

・体力の程度や性別等の

違いを踏まえて，仲間とと

もに楽しむための表現や

交流を行う方法を見付け，

仲間に伝えている。 



リを付けて表現することがで

きる。 

Ｄ 群（集団）の動き（集まる

—とび散る，磁石，エネルギー，

対決 など） 

・仲間と関わり合いながら密

集や分散を繰り返し，ダイナミ

ックに空間が変化する動きで

表現することができる。 

Ｅ もの（小道具）を使う（新

聞紙，布，ゴム など） 

・ものを何かに見立ててイメ

ージをふくらませ，変化のある

簡単なひとまとまりの表現に

して踊ったり，場面の転換に変

化を付けて表現したりするこ

とができる。 

【フォークダンス】 

日本の民踊 

・花笠音頭やキンニャモニャ

などの小道具を操作する踊り

では，曲調と手足の動きを一致

させて，にぎやかな掛け声と歯

切れのよい動きで踊ることが

できる。 

・げんげんばらばらなどの童

歌の踊りでは，軽快で躍動的な

動きで踊ることができる 

・鹿児島おはら節などの躍動

的な動作が多い踊りでは，勢い

のあるけり出し足やパッと開

く手の動きで踊ることができ

る。 

外国のフォークダンス 

・オクラホマ・ミクサー（アメ

リカ）などのパートナーチェン

ジのある踊りでは，滑らかなパ

ートナーチェンジとともに，軽

快なステップで相手と合わせ

て踊ることができる。 



・ドードレブスカ・ポルカ（旧

チェコスロバキア）やリトル・

マン・イン・ナ・フィックス（デ

ンマーク）などの隊形が変化す

る踊りでは，新しいカップルを

見付けるとともに，滑らかなス

テップやターンなどを軽快に

行い踊ることができる。 

・バージニア・リール（アメリ

カ）などの隊形を組む踊りで

は，列の先頭のカップルに動き

を合わせて踊ることができる。 

【現代的なリズムのダンス】 

・自然な弾みやスイングなど

の動きで気持ちよく音楽のビ

ートに乗れるように，簡単な繰

り返しのリズムで踊ることが

できる。 

・軽快なリズムに乗って弾み

ながら，揺れる，回る，ステッ

プを踏んで手をたたく，ストッ

プを入れるなどリズムを捉え

て自由に踊ったり，相手の動き

に合わせたりずらしたり，手を

つなぐなど相手と対応しなが

ら踊ることができる。 

・シンコペーションやアフタ

ービート，休止や倍速など，リ

ズムに変化を付けて踊ること

ができる。 

・短い動きを繰り返す，対立す

る動きを組み合わせる，ダイナ

ミックなアクセントを加える

などして，リズムに乗って続け

て踊ることができる。 

  



Ｇ ダンス 第３学年 

内容のまとまりごとの評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・ダンスの名称や用語，踊

りの特徴と表現の仕方，

交流や発表の仕方，運動

観察の方法，体力の高め

方などについて理解して

いる。 

〇技能 

・創作ダンスでは，表したいテ

ーマにふさわしいイメージを

捉え，個や群で，緩急強弱のあ

る動きや空間の使い方で変化

を付けて即興的に表現したり，

簡単な作品にまとめたりして

踊ることができる。 

・フォークダンスでは，日本の

民踊や外国の踊りから，それら

の踊り方の特徴を捉え，音楽に

合わせて特徴的なステップや

動きと組み方で踊ることがで

きる。 

・現代的なリズムのダンスで

は，リズムの特徴を捉え，変化

とまとまりを付けて，リズムに

乗って全身で踊ることができ

る。 

・表現などの自己や仲間

の課題を発見し，合理的な

解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えている。 

・ダンスに自主的に取り組む

とともに，互いに助け合い教え

合おうとすること，作品や発表

などの話合いに貢献しようと

すること，一人一人の違いに応

じた表現や役割を大切にしよ

うとすることなどをしたり，健

康・安全を確保したりしてい

る。 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 

・ダンスには，身体運動や

作品創作に用いられる名

称や用語があることにつ

いて，言ったり書き出し

たりしている。 

・それぞれの踊りには，そ

の踊りの特徴と表現の仕

方があることついて，言

ったり書き出したりして

いる。 

・それぞれのダンスの交

流や発表の仕方には，簡

単な作品の見せ合いや発

表会などがあること，見

〇技能 

【創作ダンス】 

①表したいテーマの例を具体

的に示して，取り組みやすいテ

ーマを選んで即興的に表現し，

次第に抽象的なテーマを取り

上げ，主要場面を中心としたひ

と流れの動きで表現すること

ができる学習の段階 

・表したいテーマと題材や動

きの例示を参考にしてテーマ

を設定したり，これまで取り組

んだテーマから表したいテー

マを各自で選んだりすること

ができる。 

・それぞれのダンスに応

じて，表したいテーマにふ

さわしいイメージや，踊り

の特徴を捉えた表現の仕

方を見付けている。 

・選択した踊りの特徴に

合わせて，よい動きや表現

と自己や仲間の動きや表

現を比較して，成果や改善

すべきポイントとその理

由を仲間に伝えている。 

・健康や安全を確保する

ために，体調や環境に応じ

た適切な練習方法等につ

いて振り返っている。 

・ダンスの学習に自主的に取

り組もうとしている。 

・仲間に課題を伝え合ったり

教え合ったりして，互いに助け

合い教え合おうとしている。 

・作品創作などについての話

合いに貢献しようとしている。 

・一人一人の違いに応じた表

現や交流，発表の仕方などを大

切にしようとしている。 

・健康・安全を確保している。 



る人も拍手をしたりリズ

ムをとるなどしたりして

交流し合う方法があるこ

とついて，言ったり書き

出したりしている。 

・自己の動きや仲間の動

き方を分析するには，自

己観察や他者観察などの

方法があることついて，

言ったり書き出したりし

ている。 

・いろいろな動きと関連

させた柔軟運動やリズミ

カルな全身運動をするこ

とで，結果として体力を

高めることができること

ついて，言ったり書き出

したりしている。 

・テーマにふさわしい個や群

の構成で，一番表現したい主要

場面を創ることができる。 

・緩急強弱のある動きや空間

の使い方や場面の転換などで，

変化を付けたひと流れの動き

にすることができる。 

②変化や起伏のある「はじめ—

なか—おわり」の構成で簡単な

作品にまとめて踊るなどの工

夫を行うことができる学習の

段階 

・はじめとおわりを付け，ひと

まとまりの作品にまとめるこ

とができる。 

・表したい内容のテーマにふ

さわしいイメージを深めて表

現できるように，踊り込んで仕

上げることができる。 

・仲間やグループ間で，作品を

見せ合う発表の活動を取り入

れることができる。 

〈表したいテーマと題材や動

き〉 

Ａ 身近な生活や日常動作（出

会いと別れ，街の風景，綴られ

た日記 など） 

・「 出会いと別れ」では，すれ

違ったりくっついたり離れた

りなどの動きを，緩急強弱を付

けて繰り返して表現すること

ができる。 

Ｂ 対極の動きの連続（ねじる

—回る—見る など） 

・「 ねじる—回る—見る」で

は，ゆっくりギリギリまでねじ

って力をためておき，素早く振

りほどくように回って止まり，

視線を決めるなどの変化や連

続のあるひと流れの動きで表

・作品創作や発表会に向

けた仲間と話し合う場面

で，合意形成するための関

わり方を見付け，仲間に伝

えている。 

・体力の程度や性別等の

違いに配慮して，仲間とと

もにダンスを楽しむため

の活動の方法や修正の仕

方を見付けている。 

・ダンスの学習成果を踏

まえて，自己に適した「す

る，みる，支える，知る」

などの運動を継続して楽

しむための関わり方を見

付けている。 



現することができる。 

Ｃ 多様な感じ（静かな，落ち

着いた，重々しい，力強い な

ど） 

・「力強い感じ」では，力強く全

身で表現するところを盛り上

げて，その前後は弱い表現にし

て対照を明確にするような簡

単な構成で表現することがで

きる。 

Ｄ  群（集団）の動き（大回り

—小回り，主役と脇役，迷路，

都会の孤独 など） 

・「大回り—小回り」では，個や

群で大きな円や小さな円を描

くなどを通して，ダイナミック

に空間が変化するように動く

ことができる。 

Ｅ もの（小道具）を使う（椅

子，楽器，ロープ，傘 など） 

・「椅子」では，椅子にのぼる，

座る，隠れる，横たわる，運ぶ

などの動きを繰り返して，「も

の」との関わり方に着目して表

現することができる。 

Ｆ はこびとストーリー（起承

転結，物語 など） 

・気に入ったテーマを選び，ス

トーリー性のあるはこびで，一

番表現したい中心の場面をひ

と流れの動きで表現して，はじ

めとおわりを付けて簡単な作

品にまとめて踊ることができ

る。 

【フォークダンス】 

日本の民踊 

・よさこい鳴子踊りなどの小

道具を操作する踊りでは，手に

持つ鳴子のリズムに合わせて，

沈み込んだり跳びはねたりす



る躍動的な動きで踊ることが

できる。 

・越中おわら節などの労働の

作業動作に由来をもつ踊りで

は，種まきや稲刈りなどの手振

りの動きを強調して踊ること

ができる。 

・こまづくり唄などの作業動

作に由来をもつ踊りでは，踊り

手がコマになったり手拭いで

コマを回したりする動作を強

調して踊ることができる。 

・大漁唄い込みなどの力強い

踊りでは，腰を低くして踊るこ

とができる。 

外国のフォークダンス 

・ヒンキー・ディンキー・パー

リ・ブー（アメリカ）などのゲ

ーム的な要素が入った踊りで

は，グランド・チェーンの行い

方を覚えて次々と替わる相手

と合わせて踊ることができる。 

・ハーモニカ（イスラエル）な

どの軽やかなステップの踊り

では，グレープバインステップ

やハーモニカステップなどを

リズミカルに行って踊ること

ができる。 

・オスローワルツ（イギリス）

などの順次パートナーを替え

ていく踊りでは，ワルツターン

で円周上を進んで踊ることが

できる。 

・ラ・クカラーチャ（メキシコ）

などの独特のリズムの踊りで

は，リズムに合わせたスタンプ

やミクサーして踊ることがで

きる。 

【現代的なリズムのダンス】 

・簡単なリズムの取り方や動



きで，音楽のリズムに同調した

り，体幹部を中心としたシンプ

ルに弾む動きをしたりして自

由に踊ることができる。 

・軽快なロックでは，全身でビ

ートに合わせて弾んだり，ビー

トのきいたヒップホップでは

膝の上下に合わせて腕を動か

したりストップするようにし

たりして踊ることができる。 

・ リズムの取り方や動きの連

続のさせ方を組み合わせて，動

きに変化を付けて踊ることが

できる。 

・リズムや音楽に合わせて，独

自のリズムパターンや動きの

連続や群の構成でまとまりを

付けて踊ることができる。 

 


